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私たちは、信頼される地域医療支援病院として、
医療を通じて地域社会に貢献します。

⒈　患者さんの権利を尊重し、信頼される
　　高次救急医療の確立を目指します。
⒉　職員が互いに尊重しあう職場作りをめざし、
　　チーム医療の充実に努めます。

⒈　良質な医療を公平に受ける権利があります。
⒉　自分の病気について納得するまで充分な説明を受け、
　　その上で検査や治療を選択するとともに
　　その医療機関を決定する権利があります。
⒊　個人の情報は保護される権利があります。
⒋　自分の診療について知る権利があります。

基本理念

基本方針
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平成22年9月9日  集団救急事故訓練平成22年9月9日  集団救急事故訓練

看護部だより／新人紹介
「パワハラ・セクハラ」
ＮＥＷＳ
第10回身体に優しい健康レシピ
リレーエッセイ

特集Ⅰ　地域医療連携相談室
特集Ⅱ　レストラン「カトレア」
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連
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務
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当
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新
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制
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で
ス
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し
て
い
ま
す
。
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し

て
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療
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治
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こ
と
が
求
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れ
て
い
ま
す
。
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院
内
で
は
、
平
均
在
院
日
数
14
～
15

日
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対
Ⅰ
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Ｃ
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休

日
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
提
供
加
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、

回
復
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
の
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設
基
準
の
変

更
な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
を
開
始
し

ま
し
た
。
紹
介
患
者
さ
ん
は
川
薩
地
域

の
み
な
ら
ず
、
い
ち
き
串
木
野
市
、
薩

摩
郡
、
出
水
市
郡
と
拡
大
し
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。ま
た
患
者
さ
ん
は
高
齢
、

独
居
、
老
々
世
帯
、
認
知
症
、
生
活
状

況
不
安
定
な
ど
の
問
題
や
、
入
退
院
を

繰
り
返
し
治
療
さ
れ
る
が
ん
患
者
さ
ん

も
増
え
、
多
方
面
か
ら
の
支
援
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
を

有
効
に
活
用
し
、
適
切
な
医
療
を
提
供

す
る
体
制
を
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持
す
る
た
め
に
は
、
地
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の
医
療
機
関
と
の
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携
が
不
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で

す
。
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携
を
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実
さ
せ
る
た
め
に
は
、

各
医
療
機
関
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当
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の
現
状
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
理
解
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
と
思
っ
て
い
ま

す
。

特集Ⅰ

地域医療連携室
連携業務と相談業務の連動で地域の
医療機関との連携を推進していきます

連携業務
⃝紹介患者の入退院　⃝受診報告書・登録・データ管理　⃝地域連携パス
⃝行政、サービス事業所からの問い合わせ窓口
⃝在宅療養支援診療所の緊急時、入院に関する届出窓口

相談業務
⃝病気療養中の治療費や生活費などの経済的な問題　⃝患者同士や職員・地域との関係調整
⃝病気療養上の不安や悩み相談　⃝入院・転院に関する相談

■
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携
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連
携
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医
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連
携
室
と
は
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① �
地
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医
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機
関
と
の
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携
体
制

の
強
化

② �

紹
介
患
者
の
柔
軟
な
受
け
入
れ

体
制
の
シ
ス
テ
ム
化

　

 �　

患
者
紹
介
、
受
診
・
入
転
院
に

関
す
る
相
談
、
院
内
外
の
連
携
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
連
携
室

が
必
ず
窓
口
に
な
り
、
ま
た
患
者

情
報
の
遅
滞
な
い
提
供
と
、
逆
紹

介
の
推
進
を
行
う
。

③ 

院
内
外
へ
の
情
報
発
信

　

 �　

当
院
の
情
報
を
院
外
へ
、
ま
た

院
外
の
地
域
医
療
機
関
等
の
情
報

が
院
内
で
共
有
で
き
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
検
討
す
る
。

④ �

地
域
医
療
機
関
等
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築

　

 �　

外
部
機
関
と
の
顔
の
見
え
る
連

携
を
心
が
け
、
医
療
、
看
護
、
介

護
、行
政
な
ど
様
々
な
連
携
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
り
、
そ
れ
を
院
内

の
連
携
に
継
続
し
て
い
く
。

⑤ �

退
院
支
援・退
院
調
整
を
円
滑
に

す
る
た
め
の
院
内
シ
ス
テ
ム
化

　

 �　

退
院
支
援
・
調
整
は
相
談
員
が

中
心
に
実
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し
、
連
携
室
看
護
師

が
退
院
調
整
看
護
師
と
し
て
各
相

談
員
、
病
棟
看
護
師
等
と
協
力
す

る
体
制
を
構
築
す
る
。

　

 �　

特
に
医
療
的
な
ケ
ア
、
介
護
が

必
要
な
状
態
で
の
退
院
支
援
、
調

整
は
今
後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
、
切
れ
目
の
な
い
サ
ー
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ス
を
受
け
ら
れ
る
マ
ネ
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メ
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ト
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行
っ
て
い
く
。
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内
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ッ
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め
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う
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こ
れ
ま
で
の
連
携
室
の
役
割
を
振
り

返
り
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
考
え

て
み
ま
し
た
。

　

地
域
連
携
は
病
病
連
携
・
病
診
連
携

の
前
方
連
携
中
心
か
ら
、適
切
な
退
院
調

整
に
よ
る
療
養
環
境
継
続
重
視
へ
、
そ

し
て
今
後
は
地
域
性
を
踏
ま
え
た
医
療
・

介
護
・
在
宅
機
関
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
時
代
へ
変
遷
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
地
域
全
体
を
つ
な
い
だ
よ
り
良

い
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
今
後

も
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
階
総
合
受
付
近
く
、
自
動
販
売
機

裏
の
「
地
域
医
療
連
携
室
」
へ
、
い
つ

で
も
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

■
地
域
医
療
連
携
室
の
課
題
と

課
題
へ
の
取
り
組
み

■
最
後
に

地域医療連携室室長
長  井  砂都美

ココ
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■ �レストラン「カトレア」は私ども日清医療食品
にて営業させて頂いております

特集Ⅱ

Cattleya
レストラン カトレア

SINCE 2003

　明るい店内では、５名の元気なスタッフが、毎日患者さ
んやそのご家族様、職員のみなさまのご来店をお待ちして
おります。あたりまえですが、安心・安全をモットーに温か
い料理はあたたかく、冷たい料理はつめたく、みなさんに
ご満足いただけるよう真心込めて調理しております。

STAFF 職員紹介

厨房スタッフ
上段左より　有川さん　堀之内さん　宝満さん
下段左より　新留さん　有西さん　

【営業時間】
８：００～１６：００

【開放時間】
11：００～１５：００
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MENU 献立

　人気メニュー１位は日替定食でリーズナブルでありながら、
飽きさせない多彩な献立とボリュームに注文が多く売り切れ
になってしまう日があります…すみません。もし日替定食が売
り切れになってしまったら他定食メニューを日替定食と同額
にて提供させて頂いております。ご飯もセルフですので、若
い職員さんは、まるでまんがのようなおわんに山盛りで食べ
ておられます（笑）。また、ちゃんぽんも人気で、毎日ちゃ
んぽんを注文される方も少なくありません。食後には、全メ
ニューにコーヒーがついております。
　また、11月から院内託児所「ちゅうりっぷ園」の園児たち
の昼食を担当する事になりました。園児たちの好む献立だ
けでなく“食育”を考えメニューをつくります。お誕生会の時
は特別メニューで…。これからも、会議の際のお弁当などい
ろいろとお手伝いさせて頂きます。

　皆様からのご意見を参考に、さらにご満足い
ただける食事サービスを考えております。リクエ
ストやお気づきの点がございましたら係までお申
し付けください。ご要望にこたえられるよう、皆
様が笑顔で帰って頂けるよう、スタッフ全員で
頑張ります。

最後に

● 日替定食	 500円

● A定食（からあげ）	 600円　
● B定食（とんかつ）	 600円　
● C定食（ハンバーグ）	 600円　
● D定食（ミックスフライ）	 600円　
● カレー（サラダ付）	 500円　
● カツカレー（サラダ付）	 600円

● うどん・そば      400円		  ● ちゃんぽん　500円

● おにぎり（2個） 120円		  ● ライス　　　100円

● パンケーキセット　300円		  ● コーヒー　　100円

● 職員用お弁当　  500円

案内図

メニュー

ココ
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　15年前、私は癌患者の家族として3階東病棟へ来ました。
私が癌と向き合うきっかけとなったこの病棟で今働いてい
ます。緩和ケアチームの一員として、今回学会へ参加させ
て頂きました。学会は場面を想定したディスカッションや
症例検討、緩和チームの取り組み、患者家族の苦しみに
対する調査などがあり患者本人だけではなく、家族も精神
面はもちろん様 な々問題に直面しなければいけない、患者
の一人なのだという事を考えさせられました。
　当院でも5月から病棟緩和カンファレンスが行われてい
ます。他職種との情報交換を行い得られたものを、患者

への看護につなげようとしています。その結果情報の共有
ができ方向性が明確になった、疼痛コントロールに生かせ
た、深く考えるきっかけになったなどの意見も聞かれていま
す。家族として何もしてあげられなかった後悔ばかりが残
り、まだ答えも出ないまま、患者との関わりでも悩み、無
力感を感じながらの日々ですが、患者を思う気持ちを大切
に、また病棟カンファレンスを通してスタッフの気持ちが一
人一人の患者、そして家族へ向けられる時間が、少しでも
増えていければと思います。

　初めてのことばかりで不安です
が、自分で選んだ職業なので失敗
もあると思いますが精いっぱい勤
めたいと思います。よろしくお願い
します。

山口真由美

事務部委託
医事外来

　7 月から勤務することとなりまし
た「カンバル」です。不慣れなこと
ばかりで、ご迷惑をおかけすると
思いますが一生懸命頑張りますの
で、ご指導よろしくお願いします。

上原　真美

事務部委託
医事外来

　分からない事ばかりでご迷惑ば
かりおかけすると思いますが、一
生懸命頑張りますので宜しくお願
い致します。

南　志穂

事務部委託
医事外来

　初めてのことばかりで失敗の
日々。早く慣れお役にたてるよう
に頑張ります。どうぞよろしくお願
いします。

地頭園奈美枝

薬剤科
助手

　9 月から外来に勤務することに
なりました。経験も全くなく分から
ないことばかりですが、一生懸命
頑張っていきたいと思いますので、
ご指導よろしくお願いします。

森田　裕美

外来
看護師

　今回４階東病棟にて勤務する事になりま
した。一般病棟経験は初めてであり、不
安も大きく迷惑をかける事も多いと思いま
すが、精一杯頑張りたいと思っています。
よろしくお願いします。見かけたら気軽に
声をかけてください。

中道　奈美

４階東病棟
看護師

　この業界に入り、エコーを専門
に仕事をしてきました。地域のみな
さまの為に質の高い検査を提供で
きる様に努めていきたいと思いま
す。みなさんよろしくお願いします。

松永　健児

生理検査室
臨床検査技師

　病院勤務は初めてのため分からない事
ばかりでご迷惑をおかけするお思います
が、早く慣れて患者様をはじめ皆様のお力
になれるように努力して参りたいと思いま
す。どうかご指導のほどよろしくお願い致
します。

福留　るみ

薬剤科
薬剤師

７月〜９月までに私達
の仲間となったスタッ
フをご紹介いたします。
どうぞよろしくお願い
します。

「新人さん」
いらっしゃ〜い

日本緩和医療学会へ参加して
〜看護部だより「ひまわり」Vol8より〜

　坂野先生の後任として、平成 22 年 7
月 1 日付けで麻酔科に赴任してきまし
た。平成 7 年に鹿児島大学を卒業し、
同年同大学の麻酔科に入局し、臨床麻
酔を専門にしてきました。以前勤めてい
た鹿児島市立病院は、定期手術症例が
非常に多い上に、緊急手術も頻繁にあっ

たので、常に手術や麻酔に追い回されているような感覚で日々を過ごし
ていました。そのため多種多様な手術の麻酔をすることができたので、
いい経験になったと思っています。こちらの病院でも、これまでの経験
を生かして、がんばって仕事をバリバリしていければと思ってはいるので
すが、最近は年齢のせいが体力の衰えを感じることも多く、体力作りを
真剣に考えているところです。何かよい方法をご存知の方はぜひ教えて
ください。まだまだ不慣れな点も多く、他科の先生方や手術室のスタッ
フのみなさんにはいろいろとご迷惑をお掛けすることもあるかと思いま
が、今後ともよろしくお願い致します。

新村　正蔵
麻酔科 医師
趣味：折紙、あやとり、プログラミング

3階東病棟 看護師　松若  元子
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ハラスメント防止セミナー（9月14日）より

パワハラ・セクハラは会社の損失を招く！
周りの志気が下がり、人材を失う。被害者は心の病にかかり損害賠償が発生。
・刑事責任（傷害・暴行・脅迫・名誉棄損・侮辱・強要）と民事責任（損害賠償）を負う。
・精神障害による労災認定も増えています。（自殺も含む）
・相手の人格や尊厳を侵害する言動は暴行罪、脅迫罪に該当します。
　いじめ、いやがらせによる民事紛争は２１年度３５，７５９件

パワハラの種類
①身体的暴力　②精神的暴力　③無視する
④差別（性的差別、年齢的差別、職種的差別、人格的差別）

考えてみましょう
・性別、年齢、資格、学歴、委託、派遣、職種によってさげすんだ見方をしていませんか？
・言葉の暴力はありませんか？（辞めろ、馬鹿か、親の顔が見たい、頭が悪い、給料泥棒、目障り）
・長時間立たせたままミスを執拗に責めたり、人前でねちねちと繰り返し説教していませんか？
・相手の言い分を聞こうとせず一方的に押しつけていませんか？

被害者の心理的負荷
・周りの人間も「次は自分か」と萎縮して不本意ながら従ってしまう。
　「怒り、悲しみ、屈辱感、悔しさ、自責、無力感、気持ちが動転してうまく話せない、眠れない、
　胃が痛む、胸が締め付けられる、不安」
・２次被害　「心が弱いから」「加害者はそんな人ではない」「気にしない方がいい」
　　　　　  「抗議したらいいのに」…こんな言葉で被害者はさらに傷つく

対象者の前に出ると萎縮してしまうようになると危険信号　　

相談できる体制を作る
相談は秘密厳守
企業として聞く環境を作り上げる（人権問題として）

加害者にならないために
怒りが沸いてきた時、一呼吸置いて相手の立場を考慮してみる。
言い方一つで、パワハラは防げます。

事務部　藤 井  豊 孝

思い当たることはありませんか？



川内市医師会立市民病院　❽

　８月５日（木）昨年暮れより準
備を進めていた「急性心筋梗塞地
域連携パス　キックオフミーティ
ング」が川内看護学校にて開催
されました。地域連携パスは平成
２１年２月より運用の「脳卒中連携
パス」に続いて２つめの取り組み
となります。「急性心筋梗塞パス」
は現在まだ準備段階ですが、地域
の医療機関や院内より８０名の参
加が有り連携体制の構築やパスの
運営方法などが発表されました。

地域連携パスミーティング

　9月11日（土）晴れ渡る秋空
のもと、川内厚生園のグランド
にて第１８回ちゅうりっぷ園運動
会が開催されました。園児たち
によるかけっこやダンスなどが
おこなわれ、プログラムが進む
につれグランドには保護者やご
家族の皆さんの歓声がひびきわ
たり楽しい運動会となりました。

ちゅうりっぷ園運動会

　9月22日（水）回復リハビリ病棟デ
イルームにてレクリエーションが行
われました。レクリエーションは毎月
１〜２回、患者さんの機能向上、入院
によるストレス発散を目的にリハビ
リセンター・回復リハビリ病棟合同
にて行われています。毎回、風船バ
レーや七夕飾り作りなどを楽しんで
いますが、今回はちぎり絵にチャレン
ジしました。初めてちぎり絵に挑戦
する方も多い中、すばらしい作品が
出来上がり楽しい１日となりました。

リハビリレクリエーション

　9月9日（木）、薩摩川内市市民部・
消防局、警察署、保健所、済生会
川内病院、医師会、当院参加のも
と救急問題協議会が太陽パレスに
て開催されました。この会は毎年、
関係機関が薩摩川内市の救急の現
状を報告し問題点を協議して改善
を図ることを目的に救急の日に開
催されています。協議内容として
高速道路での事故応対や、夜間小
児救急体制、病院での受け入れ体
制などが話し合われました。

救急問題協議会

　9月18日・25日に新人看護師
の“患者一泊入院体験”を行いま
した。当日は設定された患者に
なりきり、車イス移動や利き手交
換での食事、検査後の安静など
体験しました。患者さんの視点
から、私たち看護職の態度や言
葉の与える影響、患者同士の励
まし合いなど、多くの気づきを得
ていました。自分たちの今まで
の態度等を振返り、学びを実践
に活かしてほしいと思います。

患者一泊体験
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今月のスマイル
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❾　川内市医師会立市民病院

　７月３０日（金）肺塞栓防止部会
主催による研修会が講師に三重大
学大学院の中村真潮先生を迎え当
院会議室にて開催されました。研
修後の質疑も多くだされ、本院で
の積極的取り組みと真剣さを再度
認識する事が出来ました。本院の取
り組みは積極的に行えているので、
今後は入院患者に対し、感染対策
と同じくらい肺塞栓予防対策も実
施しないと「気持ち悪い」となるよ
うに自然に実施出来ることを目標に
取り組んで欲しいと言うことでした。

肺塞栓研修会

　９月初旬、開院当初から使用
していた１階外来フロアーの椅子
を全て交換しました。新しく導入
された椅子は温かみのあるサー
モンピンクとなっています。また、
患者さんがくつろいでお待ちいた
だけるよう木製の肘かけがある
ものや、ヘッドレストがついたも
の、横になる事が出来るものなど
何種類かご用意してあります。診
察前の不安なお気持ちが少しで
も軽減できるよう願っております。

外来椅子購入

　９月９日（木）薩摩川内市消防局・
消防団、川内医師会合同による集
団救急事故訓練が実施されまし
た。今年はパワーランド永利の駐
車場で、バスの交通事故が発生し
たという設定でした。当院からは
濱田医師、牧山看護師、松若看護
師が参加しトリーアージ区分や応
急処置を行いました。処置テント
内では濱田医師の迅速な指示に
看護師や救急隊などが的確に対
応し無事に訓練は終了しました。

集団救急事故訓練

　9月14日当院２階会議室・実
習等にてサービス向上委員会主
催による「接遇」研修会が開催
されました。講師に接遇訓練指
導者の古薗麻美さんを迎え、①
患者・利用者・ご家族の気持ち、
②求められる３つのスキル、③
安心感の強化と信頼構築につい
て講習をうけました。職員150
名参加のもと約１時間、充実し
た勉強会となりました。

接遇講習会

　９月４日川内アリーナにて医師会
と消防局共催による「市民医療講座
〜３００人で心肺蘇生法を〜」が開
催されました。講座では川上麻酔
科医師やインストラクターによる指
導のもと人工呼吸、心臓マッサージ、
ＡＥＤの使用方法など実践を交えて
教わりました。特に心臓マッサージ
は思いのほか体力が必要で３０回も
するとへとへとに。当院の職員も講
師の指導を受けながら真剣に救命
法の習得に取り組んでいました。

緊急医療市民講座

2 0 1 0 　 A u t u m n

是非、遊びに来てください。

永利地区

コミュニティ
祭り

日時　11月14日㈰
　　　午前９時より
場所　永利小学校体育館
演芸発表
⃝ 舞踊・ダンス・コーラス  他
作品展示
⃝自主学級生の作品  他

販売コーナー
⃝永利小PTA・少年団  他

第６回
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第10回

（ エネルギー 303kcal　たんぱく質 9.9g　塩分 1.8g ）

3種きのこ・夕焼け色のスープパスタ

●秋の食材
　秋もいよいよ本格的になってきましたね。そこで、今回は秋を代表するきのこを使った夕焼け色の
スープパスタをご紹介します。
　きのこ類は、血中コレステロールを低下させる作用や糖尿病・生活習慣病予防や便秘に効果があ
ります。そして、今いちばん話題になっているのは、きのこ類のもっている成分の一つであるレンチ
ナンという物質です。この物質は抗ガン作用があるということで、積極的に研究が進められています。
マカロニを直接スープに入れることで、手間を省きほどよいとろみがつきます。手軽に作れてお腹も
心も満たされる、きのこたっぷりのスープパスタを作ってみて下さい。	 管理栄養士　二又 朋世

マカロニ……………………… 40g
シイタケ……………………… 2個
マッシュルーム……………… 2個
しめじ………………… 1/6パック
玉ねぎ……………………… 1/6個
ベーコン……………………… 10g
バター……………………………3g
赤または白ワイン……… 大さじ1
ホールトマト……………… 1/3缶
水……………………………160ml
固形コンソメ……………… 2/3個
パセリまたはピーマン……… 少々
塩・こしょう………………… 少々

身体に優しい健康レシピ

●●●  作 り 方  ●●●

「平穏無事な
毎日の秘訣」

地域医療連携室
相談員

材 料（1 人分）① �きのこ類はシイタケ、マッシュルームは食べやすい大きさに切り、
軸の部分は小さく切り、しめじは小房に分ける。ベーコン、玉ね
ぎは1cm角に切っておく。

② �鍋にバターを溶かし、玉ねぎ、ベーコンをよく炒め、ワイン、ホー
ルトマトをつぶしながら入れる。

③ 水、固形コンソメを加え、沸騰したらきのこ類を加える。
④ �ふたをして中火で3分ほど煮て、マカロニを加え、煮る。 

塩・こしょうで味をととのえる。
⑤ �お皿に盛り付け、みじん切りにしたパセリかピーマンを散らす。お

好みで、生クリーム、タバスコをかけてお召し上がり下さい。


